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豊かな人間性を育てるために

上河内町ふれあい遊友クラブ事業よりH15

とは 「生豊かな人間性 、

命を尊重する心 「他人を」、

思いやる心 ・・・などを耕」

すことではぐくまれ るもの

と考えられます。そ して、

豊かな人間性は、す べての

社会教育事業、地域 におけ

るすべての教育活動 を通し

て育てていくことが 大切で

す。

さらに、人と人と のふれ

あいや言葉を前提と して学

習が進められる社会 教育や

地域での教育活動では、学びの充実は、互いを大切にするコミュニケーションと人間関係

が大きく影響します。

特に、青少年を対象とする社会教育事業では、豊かな人間性の育成を念頭に置き、人権

スキルとしての技能を高めることが重要であり、活動の中に豊かな人間性を醸成するプロ

人権という言葉をセスを取り入れていきたいものです。つまり、すべての事業の中に

を取り入れていくことが大切と言えます。使わない人権学習

ここでは、社会教育担当者だけでなく、ＰＴＡや育成会、スポーツ少年団などの地域指

導者が実施する活動の中で、豊かな人間性をはぐくむための手がかりとして、その活動例

を紹介していきます。

豊かな人間性

○生命を尊重する心

○他人を思いやる心

○正義感や公正さを重んじる心

○個性を認め合う心

○自然や美に感動する心 等

第 １ 章 の 構 成

Ⅰ 出会いの場を生かした相互尊重の意識を高める活動を通して-1

Ⅰ 相手を大切にした自己表現の力を高める活動を通して-2

Ⅰ 互いを生かした人間関係づくりの力を高める活動を通して-3

育てたい人権スキル

セルフエスティーム◇

アサーティブな自己表現の能力◇

コミュニケーション能力◇
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社会教育事業は、幼児期から高齢期に至る幅広い年齢層を参加対象としたり、不特定多

数の参加者を対象として実施したりするものもあります。ですから、各事業において、参

加者同士が初めて出会うこともよくあり、この出会いの場こそ、豊かな人間性を高める絶

好の機会ということができます。

事業のはじめには、参加者の緊張を和らげ活動に入りやすい雰囲気をつくるとともに、

参加者同士が互いを知り合い、自分らしさを出し合える人間関係をつくるため、アイスブ

レーキングや自己紹介などの活動を取り入れながら実施することが求められます。

ここでは、出会いの場を生かし、コミュニケーションを深めながら、相互尊重の意識を

高める活動例を紹介します。この活動例は、成人を対象とした事業ばかりでなく、キャン

プや子ども会行事などの青少年教育活動でも実践されることが望まれます。

『セルフエスティーム』は 「自尊感情 「自己尊重の感情」などと訳されています。、 」、

自分自身をかけがえのない存在として認め、欠点も含めて自分自身を認め好きになる

感情を言います。

自分自身をかけがえのない存在として見ることで、他者の意見や考え方を肯定的に受け入れる態

度を育てることができます。

豊かな人間性を育てるために

出会いの場を生かした相互尊重の意識を高める活動を通して

出 会 い の 場 を 生 か し た 活 動 例

Ⅰ-1

ここでは４つの活動例を紹介

しますが、このほかにも、豊

かな人間性を育てることにつ

ながる出会いの場の活動はた

くさんあります。

様 々な資料 集などを 活用し

て、みなさんも工夫してみて

ください。

（コミュニケーション・他者理解）活動例① 似 顔 絵 他 者 紹 介

（対等な関係・他者尊重）活動例② 後 出 し ジ ャ ン ケ ン

（コミュニケーション・他者理解）活動例③ 探 偵 ご っ こ

（セルフエスティーム）活動例④ 私を肯定的に見ると
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１ グループの中で２人組になり、互いに向かい合って相手の

名前と似顔絵を描きます。

２ 第一印象をもとに、相手の性格や人柄をプラスイメージで

簡単な文章にします。

３ 文章にしたことをもとに、似顔絵を見せながら、グループ

の他のメンバーに相手の紹介をします。同様に、グループ全

員が相手の紹介をします。

４ 紹介カードをグループ内で交換し合い、その人の性格や人

柄をプラスイメージで付け加えます。

５ ふりかえりとして、相手を理解し、互いに尊重し合うため

のポイントについて確認し合います。

活動の進め方

似顔絵他者紹介似顔絵他者紹介活動例①

出会いの場での自己紹介は、自分のことを相手に伝えるだけでなく、相手を理解し

ようとする心の働きを大切にしたいものです。
この活動では、相手をプラスイメージでとらえる他者紹介を通して、互いを尊重し

合うことの大切さに気付くことができます。

後出しジャンケン後出しジャンケン活動例②

、 、参加者の緊張感を取り除きながら 自分が意識しない中に習慣化された言動があり
それらが決めつけや偏見を生んでいることに気付くことができます。

また、互いが気持ちよく生活していくためには、だれに対しても分けへだてなく対

等な「あいこの関係」の気持ちをもつことが大切なことに気付くことができます。

１ 「後出しジャンケン」の説明を聞きます。

〔ルール〕

・司会者の「ジャンケンポン」というかけ声で出したジ

、 「 」 、ャンケンを見て 参加者全員が ポン と言いながら

後出しでジャンケンをする。

・途中で間違えても続けて行うように話しておく。

・練習後、５回程度続けて行う。

２ 最初に、司会者と「あいこ」のジャンケンをします。続い

て 「勝つ」ジャンケン 「負ける」ジャンケンの順で行いま、 、

す。

３ ふりかえりとして、一人一人は、それぞれがかけがえのな

い存在であり、みんなが対等な関係であることを確認し合い

ます。

この活動は、子どもから参加できる
ので、子ども会活動や野外活動など
で利用することができます。

最も出しにくい「負ける」ジャンケ
、ンを中心に参加者の気づきを踏まえ

次の観点でふりかえりができます。
・幼いときから勝つために行ってき
たという「経験」が 「習慣」に、

なっていること。さらに「習慣」
は、よいものばかりとは限らない
こと。

・無意識のうちにもつ「人に勝ちた
い」という気持ちが、ときには人
間関係を悪くすること。

・対等な人間関係（あいこの関係）
のよさ。

活動の進め方
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1997参考 『構成的グループ・エンカウンターエクササイズ集』茨城県教育研修センター

探偵ごっこ探偵ごっこ活動例③

参加者同士の相互理解を図るとともに、親近感を高めることを通して、よりよい人間

関係の基礎を築くことができます。

１ 「探偵ごっこ」の進め方について説明を聞きます。

〔ルール〕

・２人組みになってジャンケンをする。

・勝った人が、ワークシートの質問を順番にする。負け

た人は 「はい」と「いいえ」で答える。、

・ はい」の場合は、質問項目のカッコ内に相手の氏名「

。 、 。を書く ただし 氏名が書けるのは一人１項目とする

・ いいえ」の場合は 「はい」が出てくるまで質問を続「 、

ける。

・互いに氏名が書けたらペアを解き、別の相手を捜し、

同じように続ける。

２ ルールに従って「探偵ごっこ」をします。

３ 終了後、どの質問項目にどんな人が該当していたか、何人

いたかなど、全体で確認し合います。

、相手の名前を正確に記入することが
相手を尊重することにつながり、よ

りよい人間関係づくりの基礎となる
ことを強調しておきます。

ワークシートの質問項目は、参加対
。象者に応じて変えることができます

進行状況を確認し、適当な時間で打
ち切ります。

意外な一面を見つけたり、より親近
感をもったりしたことなどを発表し
合うことにより、参加者の一体感を

高めるようにします。

活動の進め方

こんな人を見つけてみましょう！

飛行機に乗ったことがある。 （ ）さん1

自分の自転車を持っている。 （ ）さん2

３人以上のきょうだいがいる。 （ ）さん3

肉より野菜が好きである。 （ ）さん4

家で亀を飼っている。 （ ）さん5

家ではほとんどテレビを見ない。 （ ）さん6

ピアノが弾ける。 （ ）さん7

誕生日は３月である。 （ ）さん8

ほとんど毎日、朝の６時には起きている。 （ ）さん9

外国に行ったことがある。 （ ）さん10

ご飯より麺類が好きである。 （ ）さん11

朝日を見たことがある。 （ ）さん12

赤ちゃんのおむつを取り替えたことがある。 （ ）さん13

アニメやイラストをかくことが得意だ。 （ ）さん14

ワークシート
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私を肯定的に見ると私を肯定的に見ると活動例④

「謙虚な態度は日本人の美徳」とも言われますが、自分を肯定的に評価することも

大切にしたいものです。
この活動を通して、プラスイメージをもつことで、自分自身を価値ある存在と意識

し、他者を尊重する心を育てることができます。

１ 自分の性格などについて、欠点だと思うことやマイナスイ

メージとしてとらえていることを、ワークシートの「否定的

な私」の欄に書きます。

２ 「否定的な私」の欄に書いたことを、肯定的な言い方（プ

） 、「 」ラスイメージ に言い換えるとどうなるか考え 肯定的な私

の欄に書き直します。

例） 私はけちです。→私は倹約家です

３ 活動を通して感じたことや考えたことを話し合います。

単なる言葉遊びにならないように、

否定的にとらえていた自分の性格な
どを、肯定的に見直すとどうなるの
か、十分考えるように伝えます。

自分を価値ある存在として見つめ直
すことの大切さを押さえるととも
に、他の人も肯定的にとらえること

が、相手を尊重することにつながる
ことにふれます。

活動の進め方

見方を変えると・・・

否 定 的 な 「 私 」 肯 定 的 な 「 私 」

私は です 私は です

私は です 私は です

私は です 私は です

ワークシート

１ 出会いの場を生かした活動の実践を通して 「豊かな人間性」として参加者に伝える、
ことができたと思うことを整理してみましょう。

活 動 名 「豊かな人間性」として伝えることができたこと

似 顔 絵 他 者 紹 介

後出しジャンケン

探 偵 ご っ こ

私を肯定的に見ると

２ 「豊かな人間性」を育てることのできる出会いの場を生かした活動として、この他に
どのような活動が考えられますか？

３ 出会いの場を大切にするために、指導者としてどのようなことに配慮する必要があり
ますか？

指 導者としてふりかえってみ ましょう
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人間は、人と人とのかかわりの中で生きています。人間関係の中で、人は、自分らしさ

を感じたり、互いに尊重し合うことの大切さを実感したりすることができます。そして、

アサーティブな好ましい人間関係を築いていくために大切にしたい人権スキルとして、

があります。自己表現の能力

この考え方は、 年代にアメリカで心理療法の中で開発され、人種差別撤廃運動で1950
活躍したキング牧師の影響を受けてアサーティブ運動へと発展し、 年代に、より効1970
果的・積極的な人間関係の促進に活用されるようになりました。

アサーティブは、攻撃的でもなく、受け身的でもない人間関係のもち方、自己表現を指

します。それは、自分の気持ちや意見などを、正直にその場の状況に合った適切な方法で

相手に伝え、相手にもその権利を認めることです。 は、平等な人間アサーティブな行動

関係を促進します。それは、自分の感情を無理なく率直に表現し、他人の権利を侵害する

ことなく、自分の権利を行使できるようになるからです。

活動のはじめや合間などに、 という具体的な学習活動アサーティブ・トレーニング

を組み入れることにより、自分も相手も共に大切にしようという意識や態度を育て、互い

の個性や主張を認め合いながら意見の交換ができるようになっていきます。

豊かな人間性を育てるために

相手を大切にした自己表現の力を高める活動を通して
Ⅰ-2

好ましい人間関係を築いていくためには、アサーティブな行動を身に付ける

ことが大切であることが分かり、話合い活動を円滑に進めるための意欲を高

めることができます。

こんなときに、あなたは何と言いますか？こんなときに、あなたは何と言いますか？活動例

～アサーティブな行動のためのポイント～

○自己を表現すること ○他者の権利を尊重すること ○正直になること

○平等にしようとすること ○人と状況に応じること ○社会的責任をもつこと

語的行動○伝達手段としての言語行動 ○視線・表情・身振り・聴く態度などの非言

○自分にも相手にも「ＮＯと言う」権利があること

１ アサーティブ・トレーニングの意義と進め方の説明を聞きます。

２ 各自で 「気まずい思いをした経験」をふりかえります。、

３ ワークシートをもとに、アサーティブな言い方について考えます。

４ アサーティブな行動のポイントについて話し合います。

話合いの観点 まとめの観点

自分の気持ちを正直に伝えているか？ 言葉だけでなく、表情などの態度も大切にしよう

相手の気持ちや立場を尊重しているか？ アサーティブな行動で、よりよい人間関係を築こう

相手に言われたことに素直に納得できたか？ 人権感覚を磨き、豊かな人間性をはぐくもう

活動の進め方
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アサーティブな言い方をしてみよう

自己表現には、３つのスタイルがあります。

受け身的なスタイル アサーティブなスタイ 攻撃的なスタイルル

うーん、まあいいか。 あなたは、～だ。わたしは、こう思います。

（自分を犠牲に） （自他尊重） （他者否定→偏見）

１ こんなときに、あなただったら何と言いますか？（３つのスタイルで

考えてみましょう ）。

２ 例１または、例２であなただったらどんな言葉が考えられますか？

あなたのかける言葉 言われた人の言葉

① 受け身的
反省の色なし？（言われるままの「しぶしぶ形 ）」

② アサーティブな自己表現
円満に解決（相手を傷つけずに言いたいことを伝える）

③ 攻 撃 的
感情的になって、プッツン！（相手の気持ちを考えない「決裂形 ）」

３ ふりかえり

あなたは、この活動を通してどんなことに気付きましたか。

E L 1994 H10. 3 p22 p2 3参考 自己主張トレーニング ﾛﾊﾞｰﾄ・ ・ｱﾙﾊﾞﾙﾃｨ ﾏｲｹﾙ・・ｴﾓﾝｽﾞ 東京図書 参加体験型人権学習の実際 県教委生涯学習課 ～『 』 、 『 』

H11.3 p6 p9 H12. 3 p19 p2 1『 』 『 』参加体験型人権学習の展開 県教委生涯学習課 ～ ワークショップのスゝメ 県教委生涯学習課 ～

ワークシート
、 、 、アサーティブとは 自分の気持ちや意見などを 正直に

その場の状況に合った適切な方法で相手に伝え、相手に
もその権利を認めること。攻撃的でもなく、受け身的で
もない人間関係のもち方、自己表現を指します。

野外活動の後片づけのときに、みんなは調理で使った食器を洗ったり、テーブル例１
をたたんだりしています。しかし、Ａさんは、ずっと火の番だけをしています。
さて、そんな友達のＡさんにあなただったらどう声をかけますか？

（子ども対象）
、 。 、 、例２ 休日に 映画を一緒に見ることを約束したあなたとＡさん ところが Ａさんは

寝過ごして１時間も遅刻して来ました。もう、映画は始まっています。さて、あ
（成人対象）なたは、どう言いますか？
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今、体験活動の充実が叫ばれています。

では、市町村や各種団体が進めている青少年活動は、豊かな人間性を育てる上で、どの

ような意義と役割をもっているのでしょうか？

社会奉仕体験活動、自然体験活動などの様々な体験活動は、他人に共感することや、自

分が大切な存在であることに気付き、社会の一員であることを実感するとともに、思いや

りの心や規範意識をはぐくむことができます。また、異年齢集団の中で、子どもたちは人

間関係についてたくさんのことを学びます。年少の子どもは、ルールを守ることやがまん

することの大切さなどを身に付け、年長の子どもは、思いやりの心や、集団をリードした

り積極的に役割を果たしていく責任感を養っていきます。

このように、地域社会の中で様々な年齢の人々と交流し、豊かな体験を積み重ねていく

ことは、子どもたちが自らの興味・関心や自らの考えに基づいて自主的に社会参加へ向か

う点でも、大きな意義をもっています。

ここでは、所属意識を高め、仲間づくりに努める活動の工夫例やコミュニケーション能

力を高めるゲームの活用例をもとに、豊かな人間性を育てる視点でどのような活動を展開

できるのか、その具体例を紹介します。

Ⅰ-5
豊かな人間性を育てるために

互いを生かした人間関係づくりの力を高める活動を通して
Ⅰ-3

～北の大地 ぼうけんものがたり～プログラム
ｽﾃｰｼﾞ① 最初の１ページ ｽﾃｰｼﾞ⑥ ゆめのともしび

ｽﾃｰｼﾞ② 夢をのせて ｽﾃｰｼﾞ⑦ たけしとあきこのたより

ｽﾃｰｼﾞ③ アムーンさま！どこ ｽﾃｰｼﾞ⑧ このゆびとま～れ！

ｽﾃｰｼﾞ④ いのちふきこめ！ ｽﾃｰｼﾞ⑨ おねが～い！アムーンさま

ｽﾃｰｼﾞ⑤ なかまたちの夢さがし ｽﾃｰｼﾞ⑩ 夢はみつけた？

『所属意識を高め、仲間づくりに努める活動の工夫』活動例 ①
第８回ワクワク夢体験の船事業より

～ 一人はみんなのために、みんなは一人のために ～

ワクワク夢体験の船事業は、栃木県教育委員会、栃木県子ども会

連合会、日本ボーイスカウト栃木県連盟、ガールスカウト日本連

盟栃木県支部により実行委員会を組織し、平成 年度から実施し8
ているもので、本県の子どもたちに、太平洋や北海道の雄大な自

、 、然の中で 長期にわたる異年齢集団での生活や交流活動を通して

、 。自主性やたくましさ 豊かな感性を培うことを目的としています

実行委員 名、指導補助者（高校生リーダー） 名が指導者と25 21
4 2 200なり、公募により県内の小学 年生～中学 年生までの男女計

名を団員とし、 泊 日の冒険に出かけていきます。5 6
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この冒険物語は、ワクワクシンボルからすべてが始まりま

す 。この写真は、実行委員 がシンボルをもとに、 個の ド200

リームカ ードに切り分けていく様子です。このカードは、何

に使われていくのでしょうか？

ステージ① 最初の１ページ7 13月 日 事前研修会

参加者 名が初めて集う場が事前研修会です。200

通常で あれば、班 別名簿を配 付するとこ ろですが、 ワク

ワクでは 、ここがち ょっと違い ます。参加 者に配られ たの

は、 枚の紙切れ、ドリームカードだけです。1

高校生 リーダーの 演技による 冒険への招 待状を聞い た参

天から定められし11人 の仲加者は、一斉に広 場に出て、

。間を探していき、班をつくっていきます

集まったドリームカード

①裏返すと・・・・

高校生リーダーの名前だ

↓

②１１人の仲間が出会う（班）

↓

③４つの班で王国をつくろう！

１０枚のカードが
うまく合わさった

『出会いの場』の工夫・・ ・参加者自ら仲間づくりを

冒険への招待状
おめでとう！ドリームカードを手に入れた君へ。

２００３年の夏にチャンスはめぐってきた。そのカー

ドは、君の夢をかなえるために、天が与えてくれたもの

なのだ。さあ、旅に出よう！

君の心のアルバムに１ページをきざみこもう。

もし 君が夢を実現してみたいと思うなら まず 天、 、 、「

から定められし１１人の仲間」をさがしだし、チームを

つくることだ。

さあ急いで！乗りおくれるな！

たいへんな旅になると思うが、ガンバッテくれ。

幸運を祈る！ ～夢咲案内人～

（ ）ワクワクシンボル・・・・・ ・・・・ 個 大集団1
（ ）王国シンボル・・・・・・・ ・・・・ 個 中集団5
（ ）班のビーン・・・・・・・・・・・・ 個 小集団20
（ ）個人のビーン[ドリームカード ]・・・・ 個 個 人200
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月 日、いよいよ研修の始まり7 24
事前研修会で配ら れたドリームカードを、厚さ の板に正確に写1cm

し取り、切り抜いてくることになっています。これが、体験活動の鍵と

一人一人の存在そのなるビー ンです。 ビーンと は、 、 つまり、being

を意味していきます。もの

船上や北海道での研修は、中集団である王国ごとにストーリーが展開

されグループワークを積み重ねていきます。毎年、王国シンボルの形も

違うため、当然、王国ストーリーも毎年異なることになり、実行委員の

大人も子どもも共に活動を創り上げ創意工夫があふれ ていきます。

その ものが、この 研修の所属意 識を高める重要な ポイントていく過程

とも言えましょう。

旅の目的は 、夢をかなえてくれ るというアムーンに 会うこと。そのため に、王国ごとに様々 な

体験活動を積み重ね、王国シンボルを完成していきます。

ステージ⑩夢はみつけた？7 29月 日、いよいよ研修の最終日

前夜のキャンプファイアーで、夢をかなえてくれるというアムーンが、とちぎ海浜自然の家に現

れました。アムーンは、みんなにどんな宝物をくれたのでしょうか？

その答えは、夢咲案内人か らの最後の手紙にあります。最後に 個のビ ーンを1か所に集め た200

ら、ワクワクシンボルが浮かび上がりました。それは、仲間と過ごした北海道への旅そのもの、一

参加者と高校生リーダー・指導者人一人の存在そ のものが、宝物であ ったのです。こうして 、

フィナーレを迎えていくのです。が共に感動を分かち合い

『所属意識』を高める工夫 ・・・一人一人の居がいを

体験活動の結果でき上がった各王国のシンボル

体験 を『感 動」 に・・ ・心 の通っ た人 と人 のつな がり は 「共 感」か ら、

どうやら 『アムーン』に会えたようですね。ど、
うですか、もう大きな宝は手に入ったでしょう。手
に入れていないですって。よーく、考えてみなさい
よ。もう手に入れているじゃないですか。君が、こ
の「アムーン探しの旅」を通じて築き上げた経験や
。 、 、「 、 」 。友情 まさに それが 君の宝 そして夢 です

、 、君は気付いていないかもしれませんが この旅で
君は、一回りも二回りも大きくなったのですよ。そ
して 「自分で夢をかなえる力」を身に付けたので、
す。
これが最後の手紙だ。わたしは、これからも君の
ことを遠くから見守ることにしよう。君が大きくな
っていく姿をね。 ～夢咲案内人～
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『コミュニケーション能力を高めるゲームの活用』活動例 ②
～ イニシアティブゲームを例に ～

互いが一人一人を大切にすること、そして、協力し合うこととは

どんなことなのでしょうか。

これらのことを、意識しないうちにだれもが実感できるのがイニ

（ ）」シアティブゲームです 集団の中での。 「協調性 イニシアティブ

を学ぶことができ、参加者同士のコミュニケーションにより課題を

解決していきます。欧米でのキャンプを中心に生まれ、グループカ

ウンセリングの手法を取り込みながら発展してきました。スキンシ

ップを通して、参加者の雰囲気を和やかにする「アイスブレイク」

的なゲームから、グループワーク実習としての「課題解決的」なゲ

ームまで数多くのゲームがあります。
ラインナップ

一人一人の違い

を補い、生かし

合いながら作戦

を練ることがポ

イントです。

みんなで相談し

ながら進めると

ころにこの活動

の意義がありま

す。

イニシアテイブゲームの特徴

イニシアティブゲームは、一人では解決でき

ない課題に対し、小グループ（６～８人）の

メンバーが相談し、協力しながら解決してい

くゲームです。小グループに一人のファシリ

テーター（指導者）がつき、グループに解決

。 、すべき課題を与えます ファシリテーターは

ルールの見守りとメンバーへの励ましを中心

に活動します。

・課題の解決方法は、一つとは限りません。

・グループのメンバー全員がそれぞれのも

ち味を出し合い、一つになって取り組む

ことが大切です。

・課題解決の過程でグループ内でのコミュ

ニケーションが活発になり、信頼感や協

調性が生まれていきます。

・自然の中で行うことにより、参加者の冒

険心をそそり、変化に富んだ内容にする

ことができます。

・特別な設備がなくても、自然物を利用し

てほとんどのゲームを行うことができま

す。

タ ー ザ ン

課題をクリアす

、 、るコツ それは

チームの全員が

いかに集中して

取り組むことが

できるかにあり

ます。

「みんなのため

の自分、自分の

ためのみんな」

を実感できる時

間となるはずで

す。

活動の流れ

① グループに対して課題を提示します。

② 課題解決の方法をグループで考えます。

③ メンバーのアイディアをもち寄り、解決方法

を決定します。

④ 解決方法に従って解決していきます。

・うまく解決できないときは②に戻ります。

⑤ 課題が達成されます。

⑥ グループがどのように動いたかをふりかえり

ます。



- 14 -

イニシアテ ィブゲームの例

オールオンザボード（日本列島）

小さなプレートの上にメンバー全員
が乗ります。
【準備物】プレート（切り株）
【進め方】
①メンバー全員、プレートの周りに
集まります。
②みんなで話し合って、地面に足が
つかないように工夫して全員がプ
レートの上に乗ります。
③工夫したことや難しかったことを
ふりかえります。

ヒューマンノット（人間知恵の輪）

メンバー全員がつながった手を離さず
、 。にもつれを解き 一つの輪になります

【準備物】特になし
【進め方】
①メンバー全員が内側に向かった輪に
なります。
②右手で隣の人以外の人と握手し、左
手で、今、握手している人・隣の人
以外の人と握手します。
③みんなで相談して、手をつないだま
ま一つの円に戻していきます。
④工夫したことや難しかったことをふ
りかえります。

エレクトリックフェンス（高電圧の壁）

木と木の間に張られたロープに触らないように乗り越
えます。
【準備物】木と木の間にロープを 本張っておく1
【進め方】
①ロープの前で、全員手をつないで一列になります。
②ロープと地面の間には高
圧電気が流れていますか
ら、ロープに触ったり、
ロープの下をくぐること
はできません。
③手をつないだまま全員が
ロープを乗り越えます。
④工夫したことや難しかっ

。たことをふりかえります

スパイダーネット（クモの巣）

ロープのくもの巣に触らないように、網の目をくぐり
抜けます。
【準備物】木と木の間に人が通れるくらいの網の目状

に張ったロープ
【進め方】
①ここには毒ぐもが隠れていま
す。この毒ぐもの巣に触らない
ようにくぐり抜けます。また、
一度通った穴は、別の人は通る
ことはできません。
②みんなで相談して、くもの巣に
触らないように通り抜けます。
③工夫したことや難しかったこと
をふりかえります。

ブラインドスクエア（目隠し正方形）

目隠しをして、ロープで四角形を
つくります。
【準備物】目隠し用のバンダナと

ロープ
【進め方】
①全員目隠しをして、輪にしたロ
ープを持ちます。
②みんなで相談しながらロープを
持ったまま四角形になります。
③目隠しを取って確認し、工夫し
たことや難しかったことをふり
かえります。

アマゾン（時限爆弾）
地面に書かれた半径 の中心にある時限爆弾（水の2m
入ったバケツなど）を円内の地面に触れることなくロ
ープ 本を使い、円の外に出します。1
【準備物】バケツ 個、 ロープ 本1 10m 1
【進め方】
①円の中のバケツをどのようにしたら外に出すことが
できるか相談します。
②ロープを使い、みん
なで協力してバケツ
を動かします。
③工夫したことや難し
かったことをふりか
えります。

宇都宮市冒険活動センターでは、イニシアティブゲームを活用して積極的に仲間づくりをすすめています。

宇都宮市冒険活動センター『ぼうけん第 号（ 』より7 2003）

一番上に登れたよ
クライミングウォールで命綱を付けて壁を登ったことが、初めて
の体験でとても楽しかったです。途中、こわかったところもあっ
たけど、一番上まで上がったときは、とても気持ちがよかったで
。 （ ）す 小 女子4
友だちの励ましは、力になるね
クライミングウォールをなかなかうまく登れない子に対して、周
りで待っていた友達が 「がんばれ」と声をかけたりしていまし、
た。友だちの励ましの声は、とても力になるなと感じました。

（ ）冒険活動センター専門指導員 ウ ォ ー ル

イニシアティブゲームで・・
あるグル－プを担当していると 「ぼくが、ぼくが・・・」と自己主張が強い子がいました。はじめは、

自分の意見を主張するばかりでしたが、ゲームが進むにつれて友達の意見に耳を傾けられるようになっ
ていきました 「一人ではできないことも、友達の協力があるとできる 」ということに気付いたようで。 。

す。 （冒険活動センター専門指導員）


